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　寒さの厳しい日々が続く中、あたらしい年を迎えまし
た。年頭にあたり、皆様のご健勝とご発展を心よりお祈
り申し上げます。今月の研修医だよりは、1年目の御手洗
裕紀が担当いたします。どうぞよろしくお願いします。

　私は千葉県松戸市出身で、2017年3月に島根大学医
学部を卒業し同年4月から浜田医療センターで勤務させ
ていただいております。島根県での生活は大学入学から
数えて7年目となりますが、今ではすっかり馴染んだも
のと自負しております。

　自然に親しむのが好きで、学生時代は川や海で釣りに
没頭する生活を送っていました。今ではゴルフを新たに
趣味として始め、浜田の表情豊かで美しい四季折々の自
然に魅了されながらプレイを楽しんでいます。

　医師として働き始めてからは、まさに激動の日々でし
た。最初の1ヶ月間は電子カルテの扱い方をはじめ業務
に慣れず、要領の悪い自分が嫌になる時期もありました。
そんな中でも指導医の先生方は根気強く親身に、そして
時には厳しくご指導をくださり、医師としての基本を身
につけていくことができました。
　不慣れな対応だったはずであるにもかかわらず、患者
さんから「先生ありがとうございました」と温かく声を

かけてくださることもあり、恐縮するとともにさらなる
研鑽に励もうと気合が入りました。
　現在着任から9か月余りが経とうとしていますが、指
導医の先生から「大分手際が良くなってきたね！」と言っ
ていただけることもあり、少しはお役に立てることも増
えてきたのではないかと我ながら感じております。今後
も謙虚に、かつ大いに張り切って貪欲に知識と技能の習
得に努めて参る所存です。

　私は学生時代から呼吸器・臨床腫瘍学に関心を持って
おり、現在に至るまで常に自身の学問上の支柱であり続
けてきました。今後は呼吸器内科を専門にした上で、肺
がんを中心としたがん薬物療法の専門医を目指したいと
思っております。
　4月からは島根大学病院での勤務となりますが、ここ
浜田医療センターで得たかけがえのない経験を必ずや活
かし、そして将来は島根県西部の呼吸器・腫瘍内科診療
に少しでも貢献が出来ればと考えています。

　長くなりましたが、最後までお読みいただき誠にあり
がとうございました。今後とも研修医一同、地域の皆様
方のために微力を尽くして参ります。
　何卒よろしくお願い申し上げます。
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感染管理認定看護師  渡邉  正美

　わたしは、現在「感染対策チーム」、「抗菌薬適正使用
チーム」のメンバーとして活動しています。チームは
他に医師、薬剤師、検査技師で成り立っており、いつも
相談や協力していただき心強い存在です。
　「感染対策チーム」は、週に1回院内をまわり、手指
消毒薬の使用量やごみの分別状況、薬剤の使用期限の
確認をしたり、感染症患者の部屋をみて指導していま
す。また、職員の予防接種の実施、結核や針刺し事故な
ど突然発生する事例の対応も行っています。
　「抗菌薬適正使用チーム」は、感染症治療に必要な抗
菌薬（抗生物質）について主治医に使い方や必要な検
査を提案しており、感染症治療に貢献できるように活
動しています。
　病院では以上の活動を行っていますが、日々の生活
の中で、誰でもできる感染対策をご紹介します。

手洗い・アルコール消毒
　感染症（病気）になれば、処方された抗菌薬（抗生物
質）を正しく服用することが大事ですが、やっぱり、病
気にならないのが一番だと思います。感染症にならな
いために、誰でもできる感染対策があります。

　わたしたちが感染する病原体（細菌やウイルス）は、
すごく小さな生き物なので肉眼では見えませんが、ど
こにでも存在しています。病原体は、初めにわたした
ちの手に付着します。その手で鼻や口などに触れると、
その病原体がからだに侵入し、感染が成立します。ま
た、わたしたちが病原体のついた手でいろんなものに
触れ、他のひとがそのものに触れることで、感染が拡
がっていきます。わたしたちの手が、病原体（＝感染症）
を運んでいるのです。だから、手を洗ったり、アルコー
ル消毒して手についた病原体を洗い流し、殺すことで、
自分のからだへの侵入を防ぐだけでなく、他のひとに

感染を拡げることを防ぐこともできるのです。手洗い、
アルコール消毒は日々の生活の中で、誰でもできて効
果のある感染対策です。

手あれ対策について
　手洗いを頻回に行うと、手あれになるひともいると
思います。手洗いの時の手あれ対策は、①お湯ではな
く、水か微温湯で手を洗う（お湯は手の油分を落とす
ので30度前後の微温湯で洗う）②洗浄剤は十分にすす
ぐ③手洗い後は水分をよく拭き取る（肌に残った水分
が蒸発する際、角質層の水分も一緒に奪われて乾燥し
やすくなるので、こすらずに押さえ拭きをする）こと
が大切です。また、手洗いをして汚れを落とした部分
にハンドクリームを塗ると、さらに手あれ防止になり
ます。日々手洗いを心がけ、感染症にかからないよう
に努めましょう。

感染管理の「仕事」と
誰でもできる
「感染対策」について

①流水で手を湿らせ石けんあるいは洗浄剤を用いる
②両手のひらをよくこする　 ③手の甲をこする

④指の間もよく洗う

⑥親指を握り洗いする

⑤指先は特に入念に洗う

⑦手首も忘れずに洗う

⑧石けんが十分に落ちるまで、擦り合わせて
　いたのと同じ時間をかけて流水ですすぐ

⑨ペーパータオルや清潔なタオルなどで
　よく拭きとり、十分に乾燥させる
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